
知財部門における生成AI活用推進プラン

レベル1：探索・理解フェーズ

～リスク最小化で始める知財業務革新～

企業の知財部門向けに、公開済み情報を活用した安全・安心なAI利活用の第一歩と、高付

加価値・効率化事例を紹介します。
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全体概要・カテゴリー一覧

知財部門における生成AI活用の4つのカテゴリーと関連ユースケース

 A. 特許分析・リスク管理系

特許情報の基礎分析からリスク対応までを網羅し、最初に理解すべき基盤

領域。既存業務の効率化と質の向上に直結します。

関連ユースケース：①競合分析の高度化、⑤無効資料の探索支援、⑥権利範囲の俯瞰

比較、⑦引用関係ネットワーク分析、⑫訴訟・係争リスクの予兆検知

 B. 発明創出・事業探索系

新規事業機会の探索や発明創出プロセスの加速など、創造や新規事業に関

心のある層に響く領域。イノベーションの源泉となります。

関連ユースケース：②新規事業機会の探索、④公開特許を用いた発明評価の模擬実

験、⑧サプライチェーン技術リスク分析、⑨国際出願動向の把握、⑩技術テーマごと

の研究者マッピング

 C. 価値評価・ポートフォリオ系

経営層や知財戦略担当が注目する「価値」や「優先順位付け」の領域。戦

略的な知財マネジメントの基盤を形成します。

関連ユースケース：③戦略的インサイトの提供、⑪SDGs・ESG視点の特許分析、⑬特

許スコアリング、⑭ポートフォリオマッピング、⑮価値予兆分析、⑯ライセンス可能

性評価

 D. 無形資産・統合報告系

投資家向け・経営戦略に直結する領域。知財の価値を企業価値につなげる

「出口」として重要な位置を占めます。

関連ユースケース：⑰統合報告書における知財・無形資産投資の言及評価、⑱有形/無

形資産割合の自動算出、⑲無形資産KPIの抽出・比較、⑳投資家向けストーリーテリ

ング支援
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 A. 特許分析・リスク管理系：概要

カテゴリー概要

特許情報の基礎分析からリスク対応までを網羅し、知財業務の基盤となる領域

です。公開特許情報を最大限に活用し、競合分析や権利範囲の理解、リスク検

知など、知財業務の質と効率を同時に高めることができます。

関連ユースケース一覧

① 競合分析の高度化

⑤ 無効資料の探索支援

⑥ 権利範囲の俯瞰比較

⑦ 引用関係ネットワーク分析

⑫ 訴訟・係争リスクの予兆検知

ユースケース内容テンプレート

プロンプト例

AIに指示するプロンプトの具体例が記載されます

 効率化効果

作業時間短縮など定量的効果

 高付加価値効果

質的向上や新たな価値創出

視覚的解説

図表やプロセス図などのビジュアル要素が入ります
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 ユースケース① 競合分析の高度化

公開特許の「課題・解決・効果」抽出と競合比較

発明の本質を短時間で把握し、競合の技術進化トレンドを分析するユースケー

スです。特許公報から重要な情報を自動抽出し、戦略的な競合分析を効率化し

ます。

 プロンプト例

 効率化効果

特許1件あたりの精読時間が

1時間 → 15分に短縮

 高付加価値効果

競合の技術進化トレンドを抽出し、

戦略的分析資料を短時間で作成可能

公開特許分析プロセスのAI化

従来プロセス

1 特許公報収集

（手作業）

2 人手による精読

（1件あたり1時間）

3 分析メモ作成

（手作業）

4 傾向分析

（長時間の集計作業）

AIプロセス

1 特許公報収集

（同左）

2 AI要約・分析

（1件あたり15分）

3 自動構造化

（課題・解決・効果）

4 技術進化トレンド可視化

（迅速な戦略立案）

次の特許公報の内容を読み取り、①解決しようとしている課題②そのため

の技術的手段③得られる効果 を簡潔にまとめてください。

さらに、同一出願人が過去3年間に出願した同分野の特許と比較して、技術

的な進歩点や差別化の要素を指摘してください。
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 ユースケース⑤ 無効資料の探索支援

目的

公開特許・学術論文・ニュースから先行技術や公知事例を効率的に洗い出し、

無効資料となりうる文献を短時間で特定・評価します。

プロンプト例

特許請求項（XXXX12345号）を入力対象とする

関連公開特許・学術論文・ニュース記事を検索

① 先行文献を特定し引用付き要約

② 新規性・進歩性への影響を3段階評価

③ 判例・無効審判事例があれば参照

 効率化効果

数日かかる探索作業を数時間に短

縮。専門家の判断を補助する事前ス

クリーニングとして機能。

 高付加価値効果

無効審判リスクを早期に評価可能。

包括的な資料収集により意思決定の

質向上。

無効資料探索プロセスの変革

文献種類 従来検索 AI活用

特許公報 キーワード中心 文脈理解・類似概念

学術論文 特定ジャーナル 複数分野横断

ニュース ほぼ未活用 公知事実の証拠

判例・審判 手動検索 自動関連付け



特許請求項入力

従来：1時間

AI活用：15分



文献検索

従来：1-2日

AI活用：1-2時間



資料精査

従来：1日

AI活用：1-2時間



リスク評価

従来：半日

AI活用：30分
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 ユースケース⑥ 権利範囲の俯瞰比較

目的

自社と競合のクレーム比較を自動化し、差別化ポイントを明確化します。特許

クレームを構造的に分解・比較することで、権利範囲の違いを視覚的に把握

し、戦略的な特許活用につなげることができます。

クレーム比較の例

クレーム要素 自社特許XXXX12345号競合YYYY67890号

基本構成 画像処理装置 画像処理装置

構成要素A 画像入力部 画像入力部

構成要素B AI画像認識処理部 従来型画像認識処理部

処理方法 並列処理による高速化 逐次処理

出力形式 検出結果の表示 検出結果の表示

プロンプト例

・ 自社特許XXXX12345号と競合YYYY67890号を比較

① 各クレーム要素を分解し表形式で整理

② 共通点・相違点を色分け可視化

③ 差別化技術のビジネス的意味を解説

 効率化効果

クレーム比較作業が

30分→10分に短縮

 高付加価値効果

差別化技術を明確化し

戦略的活用が可能に

権利範囲俯瞰比較のメリット

競合他社との技術的差別化ポイントの明確化

特許権侵害リスクの早期特定

クロスライセンス交渉における立ち位置把握

R&D部門への開発方向性のフィードバック
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 ユースケース⑦ 引用関係ネットワーク分析

目的

特許の引用・被引用関係をAIで整理し、技術進化ネットワークを可視化しま

す。複雑な引用関係を構造化することで、技術進化の流れや影響力の強い中核

特許、技術リーダー企業・発明者を特定できます。

引用ネットワークの可視化例

プロンプト例

① 対象とする公開特許番号リストを入力し、引用・被引用関係の抽出と

可視化用のノード（特許）・エッジ（引用関係）リストを作成

② 引用頻度上位10件の特許をランキング化し、その技術的特徴と影響範

囲を簡潔に説明

③ 中心性分析（次数中心性・媒介中心性）を実施し、技術リーダーとな

る企業・発明者を特定して報告

 効率化効果

複雑な引用関係の構造化が数時間→

数分に短縮。数百件の特許関係を一

度に整理・可視化でき、分析工数を

大幅に削減。

 高付加価値効果

技術進化の流れを可視化し、重要特

許や技術リーダーを迅速に特定。戦

略的連携先や注目すべき競合の発掘

が容易に。

活用シーン

事業戦略策定時の技術トレンド・キープレイヤー分析

M&A・技術提携先の探索

研究開発方針の決定

注目すべき技術領域の早期発見

A社

Patent

B社

C社

D社

E社

F社

G社
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 ユースケース⑫ 訴訟・係争リスクの予兆検知

概要

訴訟公開情報と関連特許をクロス分析し、係争になりやすい特許群を特定しま

す。過去の訴訟パターンを学習することで、将来の係争リスクを早期に検知

し、事前の対応策を準備できます。

 プロンプト例

1 以下の自社特許リストと、過去5年間の知財訴訟データベースを分

析してください。

2 係争頻度が高い技術分野を特定し、分野別にランキング化してくだ

さい。

3 自社特許のうち、係争リスクが高いと判断される特許を抽出し、そ

の理由を100字程度で要約してください。

4 出願人別にリスク度を「低・中・高」の3段階で評価し、表形式で

まとめてください。

 効率化効果

裁判例データと特許群の照合・分析作業が「1週間→1日」に短縮。膨大な

訴訟事例から係争リスクの高い技術領域を自動抽出できます。

 高付加価値効果

事前のリスク対応が可能になり、交渉戦略や出願戦略の立案に活用。係争

コスト削減や安定的な事業運営に貢献します。

 係争リスク分析プロセス

訴訟データベース + 自社特許リスト



AI分析処理



係争頻出分野特定  リスク特許抽出



リスク評価レポート

 リスク度評価

低リスク 中リスク 高リスク
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 B. 発明創出・事業探索系：概要

カテゴリー概要

新規事業や発明創出の場面で活用できる領域です。特許情報を活用して新たな

事業機会を発見し、発明プロセスを効率化・高度化します。R&D部門との連携

強化や、技術シーズの新たな応用先発見にも効果的です。

関連ユースケース一覧

② 新規事業機会の探索

④ 公開特許を用いた発明評価の模擬実験

⑧ サプライチェーン技術リスク分析

⑨ 国際出願動向の把握

⑩ 技術テーマごとの研究者・発明者マッピング

ユースケース内容テンプレート

プロンプト例

AIに指示するプロンプトの具体例が記載されます

 効率化効果

作業時間短縮など定量的効果

 高付加価値効果

質的向上や新たな価値創出

視覚的解説

図表やプロセス図などのビジュアル要素が入ります
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